
数 学〔 その１ 〕                              №30 

     発行者名 

 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、 学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 大切にし たい数学の学び方」 では振り 返り の例文があるので参考にできる。 振り

返り レポート やノ ート についても例示されている。  

・ 二次元コード でヒント や途中式を１ 行ごとに見ること が可能であり 、個に応じ た学

習を行う こと ができる。また、フラッ シュカード では、間違えた問題のみ再チャレ

ンジできるよう 工夫さ れている。  

・ 問題解決的な学習が進められるよう 授業の進め方なども初めに示さ れている。  

・「 学びのベース」 では、 小学校からの学習を整理してまと められており 、 復習問題

もある（ ２ 年生 p. 202 等）。「 学びのマッ プ」 では、 学習し た順番ではなく 、 領域や

系統性を意識し たまと め方をしている（ ３ 年生 p. 232 等）。  

・（ 学校） 現在使用中の教科書より も、 日常生活に沿った題材が応用問題で用いられ

ていると ころが良い。  

・（ 学校） 例題が図入り でさらにカラーで説明しており 分かり やすい。 例題がいろい

ろな場面に分けて書いてあるので、 イメ ージしやすいと 思われる。  

⑶ 分量 

 

・ 学習指導要領の内容・ 内容の取扱いに示す事項が授業時数に照らし て適切である。 

・ １ 年 321 ページ、 587ｇ 、 ２ 年 257 ページ、 455ｇ 、 ３ 年 289 ページ、 521ｇ  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・ 本文、 問題、 説明文、 注、 資料、 挿絵、 写真、 図などは、 学習を進める上で、 関連

をもたせて配置さ れ、 学習の深まり に有効に働く よう に配慮さ れている。  

・ 数学の自由研究では、数学と の関連が一目でわかる。質問がいく つか記載さ れてい

るので、 視点を持ちやすい。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 表紙に各学年の学習内容に関する問いが隠されている。  

・ 印刷は鮮明であり 、 字の大きさ 、 行間及び製本の様式、 材料などは適切であるが、

課題と説明文の区別がつきにく い（ ２ 年生p. 67 等）。  

・ 正多面体の付録は紙質がし っかり しているので丈夫である。  

・（ 学校） 大事なポイント 等は太字になっているが、 枠で囲まれている部分が少ない

と 感じる。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

・「 学びをふり 返ろう 」 では生徒に考えさ せたいものが記載されているが、 その答えまで記載さ れている。  

・ 作図では、教科書を折ったり 、直接図を書き込んだり できるよう になっている。その他のページでも教科

書に直接書き込める部分が多く 、「 教科書で学ぶ」 姿勢が期待できる（ １ 年生 p. 172 等）。  

・ 九九表から整数の性質（ 素因数分解） を学び、表を減法に変えて正の数・ 負の数を学ぶ意義を感じ られる

よう にし ている（ １ 年生 p. 11 等）。  

・ 比例・ 反比例については、 はじ めに小学校の内容を復習できるよう になっている（ １ 年生 p. 120 等）。  

・ 連立方程式では、 加減法の後に代入法を教える流れで固定さ れている（ ２ 年生p. 44 等）。  

・ 文字式の計算など「 まちがい例」 の記載があり 、 学びをふり 返ること ができる（ ２ 年生 p. 21 等）。  

・ 二次元コード を用いて、 データがグラフに反映されるよう になっている。  

・ 身のまわり の事象と 数学を関連さ せた導入問題を取り 入れている（ 1 年生 p. 63, 151、 3 年生 p. 127 等）。  

・（ 学校） 実生活に絡んだ内容（ 専門家の話、 最新技術） があり 、 数学の有用性がわかり やすい。  

・（ 学校） 具体物を操作し て考えたり データ を収集して整理したり するなどの、 具体的な体験を伴う 学習が

できる内容になっている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること 。  



数 学〔 その２ 〕                                        №31 

     発行者名 

 

観 点 

 

大 日 本 図 書 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、 学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 章の導入では、これまでの学習と のつながり が明記され、既習事項と の関連がわか

り やすい。  

・ めあてが学習内容ごと に書かれており 、 若年教員のサポート になる。  

・ 巻末に、学習の状況に応じて取り 組むこと のできる部分があり 、日常との関連や総

合問題、 課題学習など、 個に応じ て取り 組めるよう になっている。  

・「 活動」 では、 ２ 名の登場人物の考え方を読み取り 比較し て、 数学的な見方・ 考え

方を深めるよう 配慮し ている。  

・（ 学校） ページに「 めあて」 が記載さ れており 、「 まとめ」 から授業をつく る本市の

授業づく り では、 活用し にく い教員も出てく るのではないかと 考えられる。  

⑶ 分量 

 

・ 学習指導要領の内容・ 内容の取扱いに示す事項が授業時数に照らし て適切である。 

・ １ 年 311 ページ、 558ｇ 、 ２ 年 241 ページ、 430ｇ 、 ３ 年 293 ページ、 518ｇ  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 本文、 問題、 説明文、 注、 資料、 挿絵、 写真、 図などは、 学習を進める上で、 関連

をもたせて配置さ れ、 学習の深まり に有効に働く よう に配慮さ れている。  

・ 各章の終わり に活用・ 探究のページがあり 、その章の内容を発展さ せ深い学びにつ

なげることができる。 また、 学びの振り 返り ができるよう な発問がある。  

・ 二次元コード が少なく 、問題に対し ての手立てやヒ ント が不十分なため、苦手な生

徒が進んで学習に取り 組むことができない。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 表紙に各学年の学習内容を隠した図が散り ばめられている。  

・ 印刷は鮮明であるが、１ ページに使用さ れている色が多く 、１ つ１ つの色も濃いた

め見づらい。  

・ 問題の文字や図が小さ く 、 問題間の余白も狭いため、 教科書に書きこみにく い。  

・（ 学校） 文頭が２ マス程度空けてから始まる部分があることで、 上の内容と の区切

り がわかり やすい。また、ポイント 等も適切な枠で囲まれており 、見やすい教科書

であると 感じ る。  

２  

 

教

科

ご

と

の

選

定 

の 

観 

点 

・ 素因数分解から正の数・ 負の数の順で学ぶこと で、 小学校からの系統的な学習につながる。  

・「 ○○○の利用」 のページでは、 問題を見出して深めるまでの過程がわかり やすく 書かれている。  

・ 数学を生かし た職業、数学に関する本の紹介、切り 絵、建築物など数学に興味を持たせるためのページが

充実している。  

・ 連立方程式の解き方では、１ つの問題場面から、代入法と 加減法どちらの考え方も学習が可能であるよう

につく られている。  

・ 活動の際のヒ ント や手立てが少なく 、 数学が苦手な生徒への配慮が不十分である。  

・「 学びにプラス」 は、 自ら学習し た内容を振り 返り 、 探求する活動に利用できる。  

・ 中学校で学習し たこと と 高校で学習するこ と のつながり が書かれている部分があり 、 今後の学習のイメ

ージがし やすい（ ３ 年生 p. 237 等）。  

・ 相似の利用では、校舎の高さ を測るために、影を使う 以外にも、鏡を利用する方法が載っており 、理科の

授業との教科横断的な学びにつながる（ ３ 年生p. 167）。  

・（ 学校） 実生活とつながり を意識し たコラムがよい。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



数 学〔 その３ 〕                                        №32       

     発行者名 

 

観 点 

 

学 校 図 書 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、 学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 文章量が適切で読みやすい。問題解決の見通し を短時間で捉えること ができる構成

である。  

・ 対話式の問いがあり 、全国学調や高校入試でも問われるよう な思考力を育成する問

題になっている。 教科書に沿って学習を進めること で身につけること ができるよ

う 配慮さ れている。  

・（ 学校） 各単元で「 目標」 が提示さ れており 、 どんなこと を学習するかがわかり や

すい。  

・（ 学校） 章末のチェ ッ クリ スト がよい。また、章の導入では、話し合い活動や観察・

操作・ 実験活動等を多く 取り 入れ、 数学を学ぶ意欲を高める工夫がさ れている。  

・（ 学校） 個に応じた指導に対応できるよう に、 習熟度別指導、 補充的な学習、 発展

的な学習が適切に設定されている。  

⑶ 分量 

 

 

・ 学習指導要領の内容・ 内容の取扱いに示す事項が授業時数に照らし て適切である。 

・ １ 年 309 ページ、 569ｇ 、 ２ 年 255 ページ、 468ｇ 、 ３ 年 311 ページ、 569ｇ  

・（ 学校） 計算問題の量が多く 、 副教材に頼らず授業ができると 考える。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・ 本文、 問題、 説明文、 注、 資料、 挿絵、 写真、 図などは、 学習を進める上で、 関連

をもたせて配置さ れ、 学習の深まり に有効に働く よう に配慮さ れている。  

・ 数学に直接的な発問、実生活に即し た記述のバランスがよく 、生徒にとって学習し

やすい構成と なっている。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 印刷は鮮明であり 、字の大きさ 、字体、行間および製本の様式、材料などが適切で

ある。  

・ 使用さ れている色が薄く 、配慮をし た上で単元ごと にオレンジと緑の配色を変えて

いるが、 統一感がなく 指導し づらい。  

・（ 学校） 行間が少なく 、 文章量が多いよう に感じ る。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 会話形式で進められる展開が多く 、 授業で扱やすい内容が随所にある。  

・ 二次元コード がＳ ＧＵ Ｒ Ａ Ｐ Ａ と 連携し ており 、データがグラフに反映さ れるよう になっている（ 1 年生

p. 248 等）。  

・ ページ数が素因数分解さ れた表記になっており 、学習内容に関連して工夫さ れている（ １ 年生p. 56 以降）。 

・ 巻末の基礎基本問題は色付けされており 、 習熟度に応じた学習を進めることが可能である。  

・ 角度や長さ を求める以外の図形に関する問いに対し ても図を示し ており 、 イメ ージがし やすく なってい

る（ １ 年生p. 42 等）。  

・ 数学が好きな生徒に対しては、 数学史についてもし っかり と 網羅し ている魅力ある教科書である。  

・ ルーラーキャッ チや太陽電池の枚数は、導入と し て生徒の興味を引きづらい（ １ 年生 p. 244、３ 年生p. 74）。 

・ スキージャンプの加速は、 現実では風の抵抗やジャンパーの姿勢によって等加速度をし ていると は限ら

ないので、 非現実的である（ ３ 年生 p. 102）。  

・（ 学校） 今回の授業を踏まえて「 こんなときはどう すればよい」 という ものを「 次の課題へ」 とし て記載

し ているので、 教科書を見れば生徒自身の力だけでもステッ プアッ プし ていく こと ができると感じ る。  

・（ 学校） 表、式、グラフを用いて関数の特徴を表現している。関数と し て捉えられる二つの数量について、

変化や対応の特徴を見出し、 表、 式、 グラフを相互に関連付けて考察し 表現できている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



数 学〔 その４ 〕                                        №33       

     発行者名 

 

観 点 

 

教 育 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、 学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 教科書の巻末の「 学びのマッ プ」 では、 現学年と 前学年の学習内容のつながり がま

と められており 、 系統的・ 発展的な指導ができるよう に配慮さ れている。  

・ 新し い章を学習する前に、章で使用する既習事項を振り 返る問題が設定されている。 

・ 日常生活と連動し ている題材が少ない。  

・ 単元名と 使われている写真のつながり が読み取り にく い ( １ 年生 p. 109、 ２ 年生

p. 45, 107)。  

・ 章の導入問題は、 生徒が興味関心を高めたり 、 課題意識をもったり する内容になっ

ている。  

・（ 学校） マークが数種類あり 、 章の始まり や問題、 応用の学習順がわかり やすい。  

・（ 学校） 数学を生かし た職業が実例をあげて紹介されており 、数学を身近に感じるこ

と ができる。  

⑶ 分量 

 

 

 

・ 学習指導要領の内容・ 内容の取扱いに示す事項が授業時数に照らし て適切である。 

・ 単元により 内容の深みに差があり 、 発展や応用の学習に偏り が生じ る。  

・ １ 年 343 ページ、 588ｇ 、 ２ 年 271 ページ、 460ｇ 、 ３ 年 311 ページ、 526ｇ  

・（ 学校）「 学習のまとめ」「 たしかめよう 」「 力をのばそう 」「 学んだこと を活用しよう 」

と 段階的に学習すること ができ、 よい分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・ 本文、 問題、 説明文、 注、 資料、 挿絵、 写真、 図などは、 学習を進める上で、 関連

をもたせて配置さ れ、 学習の深まり に有効に働く よう に配慮さ れている。  

・ 二次元コード が少なく 、 またその内容も効果的でない。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 印刷は鮮明で、 字の大きさ 、 字体、 行間及び製本の様式、 材料などが適切である。 

・ 教科書全体で落ち着いた目に優し い色合いで構成されている。  

・ 学習の補充コメ ント が、 綴じ合わせ部分に寄っているところがあり 、 見えづらく な

っている。  

 

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 素数や素因数分解といった自然数を扱う 内容を１ 年生の初めに設定していること で、 小学校から中学校へ

の数のひろがり が継続的に捉えられるよう になっている。  

・ 関数領域では、表・ 式・ グラフを相互に関連付けて学習が進められるよう になっており 、その資料も多い。 

・ データ の活用では、 章を通して１ つのデータを分析し ていく 形式になっており 、 傾向を読み取ること や考

察し て判断する活動が行える。  

・ 数学的な見方・ 考え方が教科書の初めに示されている。  

・ 例が丁寧に書かれているのはよいが、 吹き出し が多い。  

・ 学習内容を細かく 分けており 、それぞれに復習問題が設定さ れているため反復練習がし やすく なっている。 

・ 話し合い活動につながる題材が少ない。  

・ 基本の問題、 章の問題、 補充問題、 実力アッ プ問題、 総合問題と問題が充実し ている。  

・ 索引の英語表記は外国語科との教科横断的な学習につながる。  

・（ 学校） アド バイスやポイント について、 キャラクタ ーに疑問と し て吹き出し をつけて掲載し ていること

で、 生徒の疑問が可視化さ れていてよい。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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     発行者名 

 

観 点 

 

新 興 出 版 啓 林 館 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

 

 

 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、 学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ Ｓ Ｄ Ｇｓ や他教科と 関連が書かれた部分があり 、日常生活とのかかわり や教科横断

的な視点での授業づく り を行う こと ができる。  

・ 章の導入や章の利用の場面では、日常生活の中の疑問を数学で解決する方法を考え

る構成になっている。  

・ 話し 合い活動につながる題材が多く 設定さ れている。  

・ ４ つの領域全てで、前学年の既習事項を応用させて新し い学習を進めていく 形式に

なっており 、 適宜復習を取り 入れながら授業ができる。  

・ 章末問題が基本と 応用に分かれ、 見開き 1 ページずつあり 問題数も豊富である。  

・ 学年が上がるにつれて日常生活と の連動し た題材が少なく なっている。  

・（ 学校） 文章量が多く 、 問題の意図をつかむのに時間がかかる場面がある。 簡素化

さ れてもよい部分もあると考える。  

・（ 学校） 前学年の復習があるので、 単元内容を想起し やすいと 感じ る。  

⑶ 分量 

 

 

 

・ 学習指導要領の内容・ 内容の取扱いに示す事項が授業時数に照らし て適切である。 

・ ページ数が最小で、軽量化さ れている。練習問題等を二次元コード で補充できるよ

う になっている。  

・ １ 年 299 ページ、 504ｇ 、 ２ 年 235 ページ、 404ｇ 、 ３ 年 278 ページ、 476ｇ  

・（ 学校） 内容量はあまり 変わらないが、 現在使用中の教科書より も軽量化さ れてい

る。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 本文、 問題、 説明文、 注、 資料、 挿絵、 写真、 図などは、 学習を進める上で、 関連

をもたせて配置さ れ、 学習の深まり に有効に働く よう に配慮さ れている。  

・ 二次元コード が充実し ており 、自分のペースや理解度に応じ て、繰り 返し 解く こと

ができる。また、問題の解き方を解説した動画も見ること ができ、家庭学習にも使

用できるよう になっている。  

・（ 学校） 吹き出し による助言や確認等、学習内容の定着を図るよう 配慮されている。 

⑸ 印刷・ 製本等 

 

・ 印刷は鮮明であり 、 製本の様式、 材料などが適切である。  

・ 全学年使用し ているカラーが少ないが、統一されており 、見やすく 、色覚特性をも

った生徒に配慮さ れている。  

２  

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

・ 二次元コード の活用から、 教材準備の時間が短く なり 、 業務負担の軽減につながる（ １ 年生 p. 222 等）。  

・「 話しあおう 」 のページにも問いがあり 、 課題解決の見通し がもちやすく なっている。  

・ 教科書の発展的な内容でも毎ページ二次元コード での説明があり 、 イメ ージし にく い生徒も繰り 返し 確

認し 解決の見通し をもつこと ができる。また操作活動も行う こと ができ、思考力・ 判断力・ 表現力を高め

ることができる。  

・ Ｉ Ｃ Ｔ を活用する授業に合わせた構成になっている。  

・ １ 年生の文字と 式では、章全体を通し て日常生活に連動し た題材で学習できるよう になっているため、認

識や理解がし やすく なっている。  

・ 関数領域では、 表、 式、 グラフをそれぞれ独立させた学習になっており 、 関連性を見出しにく い。  

・（ 学校） 動画や参考資料の二次元コード が随所に添付さ れていて、 視覚的に支援が必要な子どもたちには

有効に感じた。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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     発行者名 

 

観 点 

 

数 研 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 各章の前に振り 返り のページがある。 解説が多く 、 問題解決すると いう より 、 生

徒が見て確認する、 もしく は教師が説明するという 構成になっている。  

・ 文字と 式の例題から問題にかけて、 例題の示し 方が不十分なと ころがあるため、

教師側でフォローをすること が多く なるよう な構成になっている。  

・ あらゆる場面でキャラクタ ーが対話し ている場面が描かれており 、 教科書を進め

ていく だけで対話的な学びに関する力が身につく 。  

・（ 学校） 言葉だけではなく 、 イラスト でも説明しているので、 生徒の理解力アッ プ

が期待できると 考える。  

・（ 学校） 個に応じ た指導、 習熟度別指導、 補充的な学習、 発展的な学習などについ

て、 対応できるよう に工夫さ れている。  

⑶ 分量 

 

 

 

・ 学習指導要領の内容及び内容の取扱いに示す事項が、 授業時数に照らし て適切で

ある。  

・ １ 年 312 ページ、 535ｇ 、 ２ 年 260 ページ、 451ｇ 、 ３ 年 296 ページ、 544ｇ  

・（ 学校） 問題が少なく 感じたが、 二次元コード での補充がよい。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 本文、 説明文、 注、 資料、 挿絵、 写真、 図などは、 学習を進める上で、 関連をもた

せて配置され、 学習の深まり に有効に働く よう に配慮さ れている。  

・ 巻末に各学年で学習すること と 既習事項が系統的にまと められており 、 導入や振

り 返り で利用すること ができる。  

・ 作図やグラフを描く スペースが十分にあり 、 教科書に直接描く こと ができる（ ３

年生 p. 117 等）。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 印刷は鮮明であり 、字の大きさ、字体、行間及び製本の様式、材料などが適切であ

る。  

・ 表紙のデザインと 数学の結びつきが分かり づらい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 会話文が多く 、 質問で終わるよう な形になっているため、 生徒たちの対話を促すこと ができる内容にな

り 、 表現力を身につけること ができる（ １ 年生p. 102 等）。  

・ 変域について学習する際に、 不等式による変域の表し 方を表にまと めている（ １ 年生 p. 126）。  

・ 連立方程式について、図を使って説明している点は工夫されているが、細かく 説明しすぎてわかり にく く

感じ る（ ２ 年生p. 48 等）。  

・ 二次元コード を利用し て公式を確認できるのは良いが、各ページの下部にあり 、どの問題に対応している

のかが分かり づらい。  

・ 因数分解の公式の順番が指導しやすい（ ３ 年生p. 32）。  

・ 作図の導入問題がゲーム方式で生徒の関心を高めやすい（ １ 年生p. 170）。  

・ 二次元コード から過去５ 年間の全国の入試問題を解く こと ができる。  

・（ 学校）「 めあて」 と 「 まと め」 がしっかり しており 、 授業展開が組み立てやすい。  

・（ 学校） 二次元コード によるデジタ ル教材が充実し ている。 図形分野等で活用し やすい。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

日 本 文 教 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は、 その学年の生徒の発達の段階に適応し ている。  

・ 学習指導要領に示す教科及び学年の目標に従い、 学習指導要領に示す教科、 学年、

領域の内容の取扱いに示す事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 文章量が適切で読みやすい。取り 組むべき問題の意図を短時間で捉えること ができ

る構成である。  

・ Ｉ Ｃ Ｔ 活用に関する二次元コード が教科書の初めにあり 、 指導しやすい。  

・ おおむね１ 時間の学習内容が「 見開き 1 ページ」 となっている。  

⑶ 分量 

 

・ 学習指導要領の内容・ 内容の取扱いに示す事項が授業時数に照らし て適切である。 

・ １ 年312 ページ、 558ｇ 、 ２ 年 260 ページ、 450ｇ 、 ３ 年296 ページ、 515ｇ  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 本文、説明文、注、資料、図などは、学習を進める上で、関連をもたせて配置され、

学習の深まり に有効に働く よう に配慮されている。  

・ 写真や挿絵のイラスト が少なく 、 日常生活との関連性が薄い。  

・ １ 時間の内容とし ては、 問題量が多い。  

・ 授業の話し 合い活動で使用できる対話シート や学習し た内容を確認、発展させるこ

と のできるふり 返り シート が巻末についており 、 切り 取って活用すること ができ

る。  

・ 二次元コード から視覚的に操作活動を行ったり 、 計算の練習を繰り 返し 行ったり

でき、 使いやすい。  

                                           

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 印刷は鮮明であり 、字の大きさ や字体は統一さ れており 、行間及び製本の様式は適

切である。  

・ 表紙の写真が、 裏表紙の写真と連携し ており 、 学年の学習内容となっている。  

 

 

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 索引の英語表記は外国語科との教科横断的な学習につながる。  

・ 図形の移動では、 日常生活に関連付けた内容が少ない（ １ 年生 p. 162）。  

・ 数字フォント が丸く て大きいため、 分数や図中の数字が見やすい。  

・ 各章のはじめに「 次の章を学ぶ前に」 と いう ページがあり 、 既習内容を確認し やすい。  

・ 因数分解の公式の順番が指導しやすい（ ３ 年生p. 22）。  

・ 生徒が混乱する可能性がある問題が記載されている（ ３ 年生p. 73 問４ ）。  

・ 二次元コード では、合同（ 相似） 条件とアニメ ーショ ンが連動し ながら図形の証明が完成し ていく 様子を

見ること ができる。  

・（ 学校） 実生活との関連がわかるコラムを章と章の間に入れたほう が、 生徒の興味・ 関心を高められる。  

・（ 学校） 巻末に関し ても一人一人の学習状況に応じて、 更に学習し たこと を生活に活かせるよう な課題が

提供されている。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



理 科〔 その１ 〕                                      №37     

     発行者名 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

 

・単元末に「社会につながる科学」というコラムを配し、生徒に生活と理科とのつながり 

の意識を高めたり、キャリア教育に対して配慮したりする姿勢が見られる。 

・気体の性質の小単元の「まとめ（表）」に十分な紙面が割かれていない。 

・消化の学習では、デンプンの粒子モデルの中で色や形が統一されておらず、同じ単元

でも変わっているため、生徒の理解に混乱を来たす恐れがある。 

・巻末の「校外施設を活用しよう」に掲載されている１２か所については、適切に扱われて

いる。 

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 各単元の「 学習内容の整理」 では、重要語句と 説明が分かり やすく 整理さ れ、説明

に必要な図もコンパクト に配置さ れているため、 生徒が理解し やすい。  

・ 単元ごと に「 確かめ問題」 や「 活用問題」 を設定しており 、 二次元コード を利用し

て、 タブレッ ト による個別の学びにつながるよう に構成さ れている。  

・ 必ず「 問題発見」 から内容が始まり 、 さらに、 思考を深めるための「 疑問」 や実験

の「 構想」 等、 探究学習についてかなり 細かく 作り こまれている。  

・ 各単元の最初に「 スタ ート 動画」 があり 、問題発見や学習の動機付けを促し、課題

意識を高めるよう に工夫されている。  

・ 各単元に「 じ っく り 探究」 があり 、 探究的な学びを推進する内容と なっている。  

・（ 学校） マンガでの説明は生徒が興味をもつだろう が、 やや分かり づらい。  

・（ 学校） 実験を行う 際の注意事項で、 なぜ注意すべきか理由が分かり にく い。  

⑶ 分量 ・ 分量と し ては適量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 育成を目指す資質・ 能力をアイコンで示し たり 、理科の見方・ 考え方を小単元のは

じ めに文章で明確に示している。   

・ 学びのフローチャート は、 探究の流れが分かり やすい。  

・ デジタ ルコンテンツには、既習事項確認、シミ ュレーショ ン、基本操作、実験手順、

思考ツール、 他教科での学びなどがあり 、 充実し ている。  

・ ページの左側に本文があり 、解説や追加情報がページの右側に配置さ れていて、情

報の重要度が分かり 易く かつ、 徹底さ れていて読みやすい。   

・ 実験、 観察の手順と 結果が同じ見開きにならないよう に配慮さ れている。  

・ 周期表の配色が、黄色背景にオレンジ色の文字、紫の背景に紫の文字、灰色の背景

に灰色の文字などになっており 、 カラーユニバーサルデザインへの配慮が不足し

ている。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・（ 学校） Ａ Ｂ判なので、 写真や図などを大きく 表記できて見やすい。  

・ ５ 社の各学年の教科書重量の平均値(650ｇ )より 軽い。（ 573ｇ ）  

・ 紙がやや薄く 、 耐久性について危惧さ れる。  

２
教
科
ご
と
の
選
定
の
観
点 

・ 二次元コード を読み取ると 目次に行き着く ため、一斉指導の際には読み込みに時間がかかり 、短い授業中

での利用は難し い場合がある。  

・ 光の屈折の学習では、 ガラス越し に鉛筆がずれて見える場面などが、 いく つか写真が提示さ れているが、 

どれも境界面が隠されており 、 生徒が興味をもって学習に臨めるよう な工夫がされている。  

・（ 学校） 日常生活において、 中学校理科がどのよう なと ころに利用さ れているのかが図解で分かり やすく  

掲載されている。  

・（ 市民） 現在、 マイクロプラスチッ クが、 環境（ 海洋） 汚染になって大問題になっているが、 ３ 年生の未 

来の地球のために関する単元では、 あまり 取り 上げられていない。  

・（ 市民） 放射線の記述について、 原発に対しても知識に対し ても、 退けている感がある。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること 。  



理 科〔 その２ 〕                                      №38     

    発行者名 

観 点 

 

大 日 本 図 書 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 教科書内に他教科の学習内容だけでなく 、小学校や高等学校での学習内容も示さ れ

ており 、 学習の系統性を強く 意識し た構成と なっている。  

・ 巻末の「 行ってみよう ！科学館・ 博物館」 では、 25 か所の施設が掲載されるなど

充実している。二次元コード により「 いのちのたび博物館」 のホームページにも接

続可能。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・（ 学校） 単元の始めに、 見開きページを使って既習事項や関連事項をまと めて掲載

し ており 、 学習内容の系統性を生徒に意識さ せやすい。  

・ 各小単元に「 問題を見つけよう 」 が設定さ れており 、生徒が探究的な学習を進める

きっかけづく り に配慮されている。  

・ 各巻末の「 自由研究にチャレンジし よう 」 や「 探究活動」 が、 生徒の自学の取組や

発展的な学習や個別最適な学びを深化させるう えで大変よい。  

⑶ 分量 ・ 分量と し ては適量である。  

・「 やってみよう 」 まで入れると、 実験数はやや多い。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 周期表が見やすく 、 身近な写真があるため日常と 結びつきやすい。  

・ 小学校で使用しているため、表現（ 文章・ 図表・ 写真など） の系統性が見込まれて

いてよい。  

・ デジタルコンテンツで基本的な実験器具の操作についての動画があり 、生徒への説

明時に活用できる。  

・（ 学校） デジタ ルコンテンツが少ない。 個別最適な学びの実現には、 情報量とし て

は適切でなく 、 配慮が足り ない。  

・ 生徒が自己調整を行えるよう な、 学びの振り 返り の設定が記載されていない。  

・ 本文が見開きページの中心に配置さ れ、その解説や追加情報が見開きページの左右

両端にやや小さ な文字で配置されていて、 情報の重要度が分かり 易い。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 実験の目的や着眼点、実験手順が明確に表記さ れているため、手順や注意事項が分

かり やすい。  

・ 説明文と 補足が明確に分かれていて、 読みやすい。  

・ Ｂ５ 判を採用し軽いため、 実験などで邪魔になり にく い。  

・ 紙の白が強く 見やすい。 環境保護に配慮し た用紙の使用。 植物性インキ使用 

・ ５ 社の各学年の教科書重量の平均値(650ｇ )より 軽く 、 生徒が持参するのに負担が

少ない。（ 600ｇ ）  

２  

教
科

ご
と

の

選 
定 
の 

観 

点 

・ 実験における安全面を重視する姿勢がよく 見られる。（ 例）「 混ぜるな危険」 など。  

・ ３ 年生の植物の発生の説明では、 図中に説明がなく 、 配慮が不足し ている。  

・ １ 年生の化学分野では、 実験器具の説明や調べ方などが実験のページの前にあり 指導し やすい。  

・ ２ 年生の化学分野では、 周期表が見やすく 、 身近な例の写真があるため、 日常生活と 結びつきやすい。  

・（ 市民） 現在、 マイクロプラスチッ クが、 環境（ 海洋） 汚染になって大問題になっているが、 何が問題な

のか焦点を当てて記述している。  

・（ 市民） 放射線の記述について、 中学生が知るべき（ 大人になってこれからの未来を考えていく ） 内容に

なっている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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     発行者名 

観 点 

 

学 校 図 書 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 全国学力学習状況調査や入試の問題を意識し た「 計算問題」 や「 読解力強化問題」

があり 、 生徒自ら学習を深め、 思考力の向上を助ける構成になっている。  

・ 実験への導入が生徒の詳細な会話形式になって完成さ れており 、学習場面で生徒が

自ら思考を深めること への配慮が、 不足し た構成になっている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 実験器具の操作方法やグラフの書き方、気体の調べ方など、実験上必要な内容が巻

末にまと められており 指導し にく い。  

・ 化学分野においては、粒子をもとに説明を行う 流れがあり 、知識を活用し た問題解

決的な学習が十分に行える構成となっている。  

・ 単元の始まり には、小学校での既習事項や「 できるよう になり たい目標」 を観点別

に記載さ れているため、 ルーブリ ッ クを作成しやすい。  

・「 読解力強化問題」 や「 思考をさ らに深める」 では、 高校入試を意識し た問題が掲

載さ れており 、 発展的な学習や個別最適な学びを深化さ せるう えでよい。  

・（ 学校） 実験の説明では、 本物の器具写真を使用しており イメ ージはしやすいが、

入試や定期考査の際はイラスト で示されること が多く 、 対策が必要である。  

⑶ 分量 ・ 分量と し ては適量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・「 補充資料」 が、 巻末のページにまと められているため、 指導者が見落と し たり 、

生徒がその都度ページをめく る必要があるため扱いづらい。  

・「 この時間の課題」 がそのまま「 めあて」 と して使用すること ができる表記と なっ

ているため、 生徒がその時間に学ぶことを意識できる。  

・ 学習内容の確認問題が「 ふり かえり 」 となっており 、生徒が授業の中での「 振り 返

り 」 と混同するおそれがある。  

・ 各ページの二次元コード で教科書のすべての内容を見ること ができる。また、ルビ

付けや多言語への変換、 音声読み上げや色調反転などのＵ Ｄ 機能も充実している。

さ らには、チャッ ト ボッ ト による生徒の多様な質問にも回答でき、練習問題も答え

に応じて自動採点・ 解説を行う こと ができるため、個別最適な学びの実現に有効な

ものとなっている。  

・（ 学校） 実験において、 全てが写真で示さ れているため、 生徒が実験によって得ら

れる感動や驚きを奪ってしまう よう に感じ る。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 実験の導入における会話では、 文字のサイズが小さ いため読み取り にく い。  

・ 本文と その解説や追加情報が上下に分けて配置されているページもあれば、左右に

配置されているページもあるなど、 一貫性がなく 読みづらい。  

・（ 学校） Ａ Ｂ判を採用し 、 写真や図などを大きく 表記でき見やすい。  

・（ 市民） 資料の提示が美しく 理解し やすい。 身近な課題から地球環境まで子ども達

の関心を広げる編集が良い。  

・ ５ 社の各学年の教科書重量の平均値(650ｇ )より 重い。（ 663ｇ ）  

２
教
科
ご
と
の
選
定
の
観
点 

・ 各時間の「 見方・ 考え方」 が教科書の下方に明記されており 、生徒自身がどのよう な力を身につけられる

よう になるのかを理解した上で学習に取り 組むことができる。  

・ 化学分野の概念形成において、 段階的に探究し ていく 内容と なっている。  

・ 実験における安全面を、 重視する姿勢がよく 見られる。（ 例）「 混ぜるな危険」 など。  

・ ２ 年生化学分野「 鉄と硫黄」 の実験では、 使用する薬品がごく 少量で設定されており 、安全面に配慮さ れ

ている。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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     発行者名 

観 点 

 

教 育 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

 

・ 実験への導入が生徒同士の詳細な会話形式で構成さ れており 、学習場面で生徒が自

ら思考を深めることへの配慮が、 不足した構成になっている。  

・「 ハローサイエンス」 と いう コラムで科学史や日常生活と の関連事項、 発展的な学

習内容などについて取り 扱っているが、記載が小さ く 、生徒の科学への関心や学習

の深まり に対するインパクト に欠ける傾向が見られる。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ カラーユニバーサルデザインに配慮し、どの色覚特性でも判別できるよう にし てい

る。し かし 、赤文字に読み仮名を黒文字で印刷しているため、見にく い印象がある。 

・ 探究の進め方がフローチャート と して折り 込まれ、どのページからも見ることがで

きる。 し かし 、 一般的な探究の流れであるため、 すべての授業に当てはまらない。 

・「 探究し てみよう 」 が各単元にあり 、 生徒自らが探究的な学びを進める活動が行え

るよう な構成と なっている。  

・（ 学校） 基礎問題や学年末総合問題などが充実し ているため、 知識の定着が図られ

るが、 思考・ 判断・ 表現の問いが不足し ている。  

・ 各単元末の「 広がる科学の世界」 や各巻末の「 自由研究」 では、 生徒の発展的な学

習や個別最適な学びを深化さ せるう えでよい。  

⑶ 分量 ・ 分量と し ては適量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・ 実験が考察まで見開きでまとまっており 、結果を教科書に記入するよう になってい

るが、 考察については、 記入するよう になっていないため、 教師が指導し づらい。 

・ １ 年生のみ文字のサイズが大きく 見やすい。  

・ デジタ ルコンテンツの内容とし ては、既習事項確認、シミ ュレーショ ン、基本操作、

グラフシート 、 要点チェ ッ クなど充実しているが、 共通し ている動画が多い。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 実験の説明などでは、 文章量、 ページ数が多く 見にく い。  

・ 実験から考察までが、見開き 1 ページになるよう に組み込まれており 、教科書をレ

ポート と して活用できるため、 生徒の学びの深まり には適切である。  

・（ 学校） Ａ Ｂ判を採用し 、 写真や図などを大きく 表記でき見やすい。  

・ ５ 社の各学年の教科書重量の平均値(650ｇ )より 重く 、 生徒が持参するのに負担が

大きい。（ 677ｇ ）  

２  

教

科
ご

と

の
選 

定 
の 

観 

点 

・ 探究活動の流れがアイコンによって丁寧に示さ れているため、 探究学習の進め方が分かり やすい構成に

なっている。  

・ 理科の見方・ 考え方については、キャラクタ ーの会話によって示さ れているが、教師が意図的に指導し て

いく 必要がある。  

・ 科学的に探究する力を養う こと ができるよう に［ 課題の発見］ →[仮設]→［ 実験］ →［ 結論］ の流れを明

確にしている。  

・ ３ 年生生物分野において、動物の発生の例が、カエルの場合やウニの場合など並べて記載さ れており 、比

較し やすいため、 生徒の理解が深まり やすい。  

・ ２ 年生の化学分野では周期表が見やすく 、また、身近な物質の例の写真があるため、日常生活と 結びつき

やすい。  

・（ 市民） 放射線の記述についてと り あつかっているが、 分かり にく い。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

新 興 出 版 啓 林 館 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・「 ためし てみよう 」 や「 深めるラボ」 などのコラムで、 発展的な学習内容や、 日常

生活との関連を示す話題が豊富にあり 、 生徒の科学への関心を高める事ができる。 

・ 校外施設の利用に関してまと まって紹介するページはない。  

・「 探Ｑ実験」 の導入が、 詳細な会話形式になっているため、 学習を生徒自らが進め

る場合に課題が明確になり 、 学習し やすい構成になっている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 各単元末の「 学習のまと め」 で二次元コード を利用し て、練習問題で重要語句を四

択で選択するなどして、 単元の学習内容が復習できる構成になっている。  

・ 各単元末の練習問題が充実しており 、動画で出題さ れる問題もあるため、生徒の個

別最適な学びに活用し たり 、 試験のＣ ＢＴ 化へ対応できる。  

・ 単元の順番が全学年、 生物、 地学、 化学、 物理分野と なっている。  

・「 みんなで探Ｑクラブ」と いう 実験を主体と した発展的学習が各単元の最後にあり 、

身近なものから科学的なテーマを選んだ探究学習が可能になっている。  

・ イラスト 等で多様な人種の生徒がいることに配慮さ れており 、協同的な学びや国際

理解を推進する工夫が見られる。  

⑶ 分量 ・ 分量と し ては適量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 図や写真が学習の深まり に有効に働く よう に配置さ れており 、また、思考の流れに

沿っても配置さ れているため、 生徒は理解の深まり に配慮されている。  

・ 理科を身近に感じ ること ができるコラムが充実し ている。  

・（ 学校）「 探Ｑシート 」 を使用することで、 課題・ 仮説・ 計画・ 結果・ 考察の順に学

習を進めること ができ、自分の言葉で書き込んだり 、実験に役立つツールを使った

り し て探究学習に取り 組むことができる。  

・「 学ぶ前にト ライ」 と振り 返り シート (二次元コード )があり 、 その単元の前後で自

分の考えを記入できるよう になっており 、 単元を貫く 本質的な問いによって見通

し をもった学習ができるよう に配慮さ れている。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 図や写真等、 明らかに分量が多く 、 十分な情報量である。  

・ １ 年生はフォント が大きく 、 ２ ， ３ 年生は小さ く と 配慮されている。  

・（ 学校） Ａ Ｂ判を採用し 、 写真や図などを大きく 表記でき見やすい。  

・ 本文が見開きページの中心に配置さ れ、その解説や追加情報が見開きページの左右

両端にやや小さ な文字で配置されていて、 重要度が分かり 易い。  

・ ５ 社の各学年の教科書重量の平均値(650ｇ )より やや重いが、 生徒が持参する負担

は平均的である。（ 648ｇ ）  

２  
教
科

ご
と
の

選 

定 
の 

観 
点 

・ デジタ ルコンテンツの中にド リ ルアプリ として活用できるものがあり 、各自で復習でき、生徒の知識の定

着に役立つものと なっている。  

・（ 学校） 科学的に探究する形はどの分野においても踏襲さ れており 、 また、 各分野間（ 各項目間） の関連

が考慮さ れている。  

・ １ 年生の化学分野で、 粒子論（ 粒子概念） を学んだう えで状態変化について学習する展開となっており 、

状態変化を粒子でイメ ージできるので微視的思考をし やすい。  

・ ２ 年生化学分野の化学反応式で、 すべてに粒子モデルが示さ れており 、 理解が深まり やすい。  

・（ 市民）「 未来へひろがるサイエンス」 では、 地球の成り 立ちや鉱物、 物質の実験があり 、 学び易い。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。   


